
特集 金融機関におけるクライアントサーバコンピューティングの進展

企業内大量データの戦略的活用を支援するデータ活用

総合支援システム"EXCEED3”,"DATAFRONT”
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データ活用総合支援システムの画面例

ビジュアルなヒューマン インタフェースにより,エンドユーザーが簡単に利用できる総合操作環境を提供する｡(a),(b)はEXCEED3によるユー

ザーアプリケーション画面例を,(C),(d)はDATAFRONTによるルールモデルと多次元グラフ表示の画面例をそれぞれ示す｡

金融業界をはじめとしてコンピュータの高度利用

が進み,顧客のデータベースには貴重な情報が大量

に蓄積されている｡これらの情報をより有効に,ま

た戦略的に活用するためのツールが求められてき

た｡その利用者は,データ分析の専門家ではなく,

各部門のエンドユーザーである｡

このような状況を踏まえて開発してきたEUC

(EndUserComputing)ツールがEXCEED(Execu-

tiveManagementDecisionSupportSystem)であ

り,DATAFRONT(DataFrontier)である｡EXCEED

*
日立製作所ソフトウェア開発本部

は,ホストコンピュータの時代から活用されてきた

製品であり,時代の変化に対応して現在ではパソコ

ン(パーソナルコンピュータ)でも利用できるように

なっている｡DATAFRONTは,大量データの中か

ら,その特徴を簡単な操作で,より高速に抽出でき

るデータマイニングッール(Data Mining:価値あ

る情報の発掘の意)である｡

エンドユーザーはこれらのツールを利用すること

により,作業の効率向上と価値ある情報の発見によ

る戦略的な業務アプローチを図ることが可能になる｡
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n はじめに

BPR(BusinessProcessRe-engineering)の推進や,勘

定系･情報系の業務の自動化に伴い,企業内の情報シス

テムには各種データが大量に蓄積されてきている｡これ

らのデータを利用して,個人をターゲットにしたダイレ

クトマーケティングやテレマーケティングが実施されて

きた｡しかし,大量のデータからの顧客の絞り込みや分

析は,担当者の勘やノウハウに頼っていて,システム化

が難しいのが現状である｡

このような状況に対して,大量のデータをエンドユー

ザーやマネージャなどだれもが簡単に処理でき,有効な

情報をかつ漏れなく抽出できるシステムの提供が望まれ

ていた｡日立製作所は,これらの要望にこたえるための

データ活用総合支援システムを開発してきた｡

ここでは,データ活用総合支援システムとして開発し

た,EXCEED3シリーズとDATAFRONTのねらいと特

長について述べる｡

囚 データ活用総合支援システム

｢EXCEED3シリーズ+

2.1ターゲットユーザー

EXCEED3シリーズのシステム概要を図1に示す｡

EXCEED3シリーズはデータ利用を総合的に支援するこ

とを指向してきた｡特にEUCやCSS(Client SefverSys-

tem)化などが進む中で,｢情報系システム構築を支援す

る競合力ある製品+として開発するにあたり,ターゲッ

トユーザーを以下に述べるように設定した｡

(1)EUCを必要とするユーザー

金融業では,営業店自体で顧客取引情報を基に今後打

つべき販売具体策の検討が必要になるなど,エンドユー

ザー自身によるコンピュータ利用が重要である｡しか

も,1【旦1だけの非定型業務だけではなく,エンドユーザ

ーの身の回りにある一連の業務の定型化が必要であると

考える｡

(2)ネットワークを利用するユーザー

PP-21(APP) MRSAS/PA(APP) DATAFRONT
VOS3

EXCEED3/H
(メインフレーム版基本機能)

EXCEED3/H-EUR
(帳票作成支援機能)

(金融機関総合情報系システム) (POSデータ分析支援システム) (データマイニングシステム)

EXCEED3/W-BS EXCEED3/W-SIM EXCEED3/W-EUR
(基本機能) (シミュレーション機能) (帳票作成支援機能)

VOSK

EXCEED3/W-TOOL EXCEED3/Wイ00L/DV EXCEED3/W-LDO
(支援機能) (支援機能) (29けた十進法演算機能)

EXCEED3/W-DAl EXCEED3/W-DA2 EXCEED3/W-DA3

(ORACLEりインタフェース) (lmformjx暮2インタフェース) (HiRDBインタフェース)

UIBT

(晶諾訪ワァエ‾ス)
BGRAF2

(ビジネスグラフ) ∪ご諾20*5(統計詣翳ブラリ)
lnformix NEUROJlVE

HiRDB(三言二三竺書ツトワ【ク)
日立Motif書3

×WindowSystem叫

HトUX/WE2

l

l l t l

EXOEED3/Wシリーズ EXCEED3/Wシリーズ EXCEED3/P Excel●9ほか

HP9000シリーズ*6 RISCシステム/6000*7 PC(Wi〔dows暮8)

注:略語説明ほか APP(ApplicatjonProgramProd]Ct),PC(Perso[alComputer),VOSK(VirtuaトstorageOperati=gSystemKindness)

*10RACLEは,米国0racleCorporationの登録商標である｡

*2lnformixは,米国lnformixSoftware,lnc.の商品名称である｡
*3 Motifは,OpenSoftwareFo=ndatio=,l[C･の商標である｡

*4 XWindowSystemは,米国theMassachusettslnstituteofTech【Ologyが

開発したソフトウェアである｡

*5 UNIFY2000は,米国UnifyCorp･の商品名称である｡

*6 HP9000は,米国Hewlett-PackardCompanyの商品名称である｡

*7 剛SCシステム/6000は,日本アイ･ピー･エム株式会社の商品名称である｡
*8 Windowsは,米国MicrosoftCorp.の商標である｡

*9 Excelは,米国MicrosoftCorp.の商品名称である｡

図I EXCEED3シリーズのシステム構成

EXCEED3シリーズは,ホストからパソコンまでをカバーする一貫したシステムである｡
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CSSをはじめとする情報システム環境の進歩により,

これまで企業が基幹業務系システムに整備･蓄積してき

た大量データを利用できるようになった｡このため,メ

インフレーム,部門コンピュータ,ワークステーション,

パソコンで構成されるネットワーク(LAN,WAN:

WideAreaNetwork)を介した広域複合システム環境で

利用できる必要がある｡

(3)オープン環境を利用するユーザー

CSS環境でも,国際(業界)標準仕様準拠インフラスト

ラクチャ,特にGUI(GraphicalUserInterface),通信,

データベース,分散ファイルシステム,流通パソコンソ

フトへの対応が必要である｡同時にマルチベンダ環境,

著名データベース,他社ワークステーション,パソコン

環境で利用できる必要がある｡

2.2 EXCEED3シリーズの特長

EXCEED3シリーズでは,大量のデータを処理して目

的に合った表の作成やシミュレーションに利用したり,

グラフなどに視覚化して必要な資料が簡単に作成でき,

手間のかかっていた帳票作成も大幅に効率化できる｡

基幹業務系システムに蓄積されている大量データの活

札CSSをはじめとする分散システムとの連携,そして利

バインダー

データ
ベース

DBアクセス機能

データ加エ･解

析,統計解析,

表計算機能

グラフ作成機能

業務定型化

Ul部品制御横能

ユーザーコマンド

実行機能

カタログ化機能

注:略語説明

l
ページ

×××××

巨頭
テーブル

〉00◇○く

×〉00く

XW

実行

蝮]
国

(ユーザーコマンド)

予測

レデモ

/一一････一`

r個トキャビネット管理機能

レポート

作成機能

---

庭園
帳票作成機能

モデリングシミュレーション機能

DB(Database),Ul(Userlnterface)

図2 統合されたデータ活用支援システム

データベース検索更新からデータ加工･解析,そしてグラフ･レ

ポート･帳票まで,データ活用業務を総合的に支援する｡

用者の要求にフレキシブルにこたえるアプリケーション

開発へと,バランスのとれた情報活用環境を備えている｡

これらの特長について以下に述べる(図2参照)｡

(1)エンドユーザー向けユーザーインタフェース

キャビネット,机,バインダー,ページなど,ユーザ

ーにわかりやすい作業環境を提供する｡

(2)定型菓務化支援

試行錯誤的な業務履歴を利用し,定型的な業務アプリ

ケーションが作成できる｡

(3)帳票作成支援

ワープロ感覚で手軽に,かつフレキシブルに帳票の作

成や変更が行える帳票作成機能を提供する｡

(4)オープンプラットフォーム環境への対応

他社ワークステーション,パソコンやORACLE,

UNIFY2000,Informixなどの有力流通ソフトウェアと

も連携している(図3参照)｡

(5)統合された総合データ活用支援システム

データの収集から統計解析や予測･シミュレーション

まで,総合データ活用支援システムとして活用できる｡

EXCEED3シリーズは,意思決定にかかわるこうした

作業を総合的にとらえて支援するための機能群を豊富に

用意した｡

2.3 適用事例

全社情報システムの事例について以下に述べる(図4

参照)｡

(1)オーダー情報,生産情報,売上情報を基に,それら

Xサーバ

[コ 匿巨]＼
汎用コンピュータ
H什AC Mシリーズ

3050RX

[コ

他社のワークステーション

⊂] [コ

[コ

+BP

日立のクリエイ

ティブステーション
3050RX

エンドユーザー自身による

コンピュータ利用

DB検索･
更新

データ加工･解‡
88%

喜
⊂:コ

ネット

ワーク

データ
ベース

日立のサーバ
3500

日立のパソコン
ーーFJORA''

他社のパソコン

注:略語説明 LBP(+aserBeamPrint即)

図3 オープンプラットフォーム環境への対応

マルチベンダ環境での情報活用を実現する｡
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ホスト

FDDl

3500/530

Orac】e

二次加エD日

全社DB

==･･=･=■-

本部

i……………‖……■…●……■

3050/RX

EXCEED3/W

情報提供DB

†.…..…….､

l
†

PC(Windows)

EXCEED3/P
EUR

PC(Windows)

EXCEED3/P
EUR

1

WAN

各営業所

3050/RX

EXCEED3/W

･=■-

PC(Wi【dows)

EXCEED3/P
EUR

PC(Windows)

EXCEED3/P
EUR

を加1･解析し,帳票を出力する｡

(2)ホスト全社データベースから,二次加二1ニデータベー

スを作成する｡EXCEED3/Wでそのデータベースにアク

セスし,データを加工･解析し,帳票を出力する｡

ワークステーションはデータベースサーバ,および大

量データの処理に利用する｡必要に応じて各担当ごとに

パソコンを配布し,そこでワークステーションと同じア

プリケーションを利用する｡

田 データマイニングシステム"DATAFRONT”

データマイニングシステムとは,データベースに蓄え

られた顧客情報や取引情報などの大量データをさまざま

な角度から分析し,今まで気づかなかった｢新たな岡果

関係+や｢複雑な岡呆関係+を発見したり,推測した仮

説を検証するためのものである｡

データマイニングシステム``DATAFRONT''は,

EXCEED3シリーズの統計分析を中心としたデータ解析

手法を補完し,現場の担当者やマネージャの直接使用に

よる大量データからの知識発見を可能にする｡

3.1今なぜデータマイニングか

米田では,1980年ころからデータベースからの知識発

見(Knowledge Discoveryin Databases)システムが開

発された｡著名なものでは,データを分類する判断木を

生成する1D31),データの構造を表すルールを生成する

ⅠⅩLl),ニューロモデルを生成するDBM2),自然言語形式

のテキストを生成するEXPLORA3)などがある｡

最近,大量データベース解析手法として,これらのデ

ータマイニングシステムが注目されるようになった背景

には,わが国の経済が｢作れば売れる+好況期から｢く

18

注:略語説明ほか

_●･…･･-(データの涜れ)
FDDl(FiberDistributedDatalnterface)

EUR(End-UserR8POrti[g)

図4 EXCEED3シリーズの適用事例

EXCEED3シリーズを利用した全社情

報システムの構築例を示す｡

ふうしなければ売れない+低迷期に移行したこともi采く

関係している｡このような時期に売り上げを伸ばすため

には,徹底した市場調査と,ターゲットユーザーの絞り

込みやユーザー嗜(し)好の分析,販売予測や適止価格の

設定などが重要になる｡

市場分析の方法としては従来行われている統計手法が

あるが,この手法には次のような問題点がある｡

(1)分析手法や結果の解釈など統計的な専門知識が必要

(2)性別や趣味などの定性データの分析が困難

(3)統計はデータ全体の把握が中心で,着目すると陣定デ

ータについての特性(または知識)の発見には不向き

これらの問題を解決する手段が,前述のルールやニュ

ーロモデル生成などのAI技術を使用して,大量のデータ

ベースから知識を発見するデータマイニング技術である｡

3.2 DATAFRONTの概要

R克製作所は,統計やAIについてまったく知識がない

現場の担当者やマネージャでも簡単に使用でき,経営戦

略立案に直接役立つ情報(知識)の発見を支援する臼的で

"DATAFRONT”を開発した｡主な機能の構成を図5に

示す｡機能の概要について以下に述べる｡

(1)特徴ルールモデル生成･予測機能

ルールインダクション技術を使用して,データ巾にあ

る特徴的な因果関係を高速に見つけ出し,｢IF年収=

××方円以_L,THEN契約=成立+などのだれもが理解

しやすいルールモデルを生成して予測する｡

具体的な特徴ルールの生成例を図6に示す｡

(2)ニューロモデル作成･予測機能

データ中の因果関係が複雑でモデル化が困難な場合

は,ニューロモデルを生成して学習･予測する｡設定の
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データ

ベース

DATAFRONT

事例テーブル

A B C D

1

2

10

データ加工･表示

事例選択

一--

＼

項目選択

カテゴリー化情報設定
多次元グラフ表示

モデルの生成･予測

ルールモデル生成･予測

ニューロモデル生成･予測

ルールモデルの評価

購入醸

●

●

扶養家族

lF一

丁HEN-

年収

●●●●●

●●

購入額

●

●

■●●●●

●
･

年収

扶養家族

困難な各種パラメータについての標準値が準備され,ニ

ューロに関する知識がなくても容易に使用できる｡

(3)多次元グラフ表示機能

(a)二～四次元の多次元散布図(四次元日は色使用)の

表示

(b)多次元散布図上の事例の詳細表示

データの分布状態を見ながら特別な値を持つ事例の

詳細検討ができ,事例の絞-)込みも可能である｡

事例データ

事例 氏名 年齢 性別 職業 扶養豪族 年収 購入商品 購入年月 購入額

事例1

事例2

事例3

事例4

事例5

佐藤×

田中×

鈴木×

斉藤×

高橋×

29

30

31

31

33

男

男

男

女

男

会社員

会社員

会社員

会社員

会社員

512

479

587

443

828

商品A

商品日

商品A

商品白

面晶B

9401

9304

9312

9401

9207

8109

4627

10725

11236

6728

生成された特徴ルール 伊
徴ルール生成

〔1万円台1〕
lF

年齢=30代前半
扶養家族=××人
THEN

購入額=1万円台く60%〉〔613/102り
〔2万円台り
IF

年齢=30代後半
年収=×××万円台
THEN

購入額=2万円台く40%〉〔243/608〕

図6 事例データと生成された特徴ルールの例

購入額の区分ごとに顧客の特性を把握するルールを生成する例

である｡

図5 DATAFRONTの機能

構成

多次元グラフ表示およびル

ールモデル表示の画面は,15
ページの写真に掲載している｡

(c)高速な特徴保存データ圧縮表示

密集した大量データでも分布状態の把握が容易

(d)モテルの多次元グラフ表示

モデルのふるまいを視覚的に評価できる｡

(4)その他の知的データ加工機能

上記DATAFRONTの中心機能をより有効に活用す

るために,クラスタリングなどの統計手法やファジィな

どのAI技術を使用した以‾Fの機能がある｡

(a)事例選択機能:ランダムサンプリングや条作柚Jll

(b)項目選択機能:条件となる項目の自動選択

(c)カテゴリー化情報設定機能:数値データの自動カ

テゴリー化(例えば｢大+,｢中+,｢小+などに自動分類)

3.3 DATAFRONTの特長

データマイニングシステムの中心機能である特徴ルー

ル生成アルゴリズムの特長について以下に述べる｡

従来のルールインダクションシステムは,｢ある事例群

を他の事例群から分類するためのルール(分類ルール)+

をさ仁成することを臼的とし,すべての事例を分類できる

ようにルールを′と成する｡このため,例外的な事例につ

いてもルールを/仁成するので雑音に弱く,生成されるル

ール数も多く,大最データの場合にはそのまま使用でき

ないという欠点があった｡

これに対し,DATAFRONTでは,データの持つ性質

を多角的にとらえるために,｢特徴的な事例群を見つけ,

その性質を特徴として表すためのルール(特徴ルール)+
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を生成することを目的とする｡このため,数個しかない

ような事例はルールで表現(特徴づけ)されない｡

DATAFRONTでは,大量データでも高速に質の高い

ルールを生成できるように,ルール生成アルゴリズムに

さまざまなくふうをしている｡このくふう点について簡

単に述べる｡

特徴ルールは以下の形式で生成される｡

IF Xl=al

X2=al‥･

THEN Y=b.くヒット率%〉

〔カバー事例数当たりのヒット事例数〕

Y=b2〈ヒット率%〉

〔カバー事例数当たりのヒット事例数〕

ここで,Ⅹゴ:条件の候補となる項目の名称

af:項目Ⅹどのカテゴリー名称

Y:結論となる項目の名称

bi:項目Yのカテゴリー名称

ヒット率:カバー事例数当たりのヒット事例数

ヒット事例:ルールの条件と結論の両方を満

たす事例

カバー事例:ルールの条件だけを満たす事例

DATAFRONTのルール生成方式では,考えられるす

べてのルールの条件節の組み合わせを,以下の尺度〃(A)

で評価し,評価尺度の高いルールを採用する｡

〟(A)=P(A)β呈p(bど仏)10g(P(bどIA)/P(b才))ゴ=1

ここで,P(A):事例がルールの条件を満たす確率

P(b∠):結論Yがbどである確率

P(bざIA):ルールの条件を満たす事例のうち

結論Yがbざである確率

上記の評価尺度の定義式で,第1因子は｢ルールのカ

バー率(全事例のうちでルールの条件を満たす事例の割

合)+,つまり｢ルールの一般性+を評価する｡第2因子

※)WindowsNTは,米国MicrosoftCorp.の商標である｡

は｢ルールのヒット率+,つまり｢ルールの精度+を評価

する｡βは0～1の実数のパラメータで,一般性と精度の

評価の比重を定義する｡ユーザーは,これを変更するこ

とで,目的に応じた質の高いルールが得られる｡

また,生成するルールの数や最大条件節数が変更でき

るので,ユーザーは必要なルールだけを短時間で得るこ

とができる｡

3.4 DATAFRONTの適用分野

DATAFRONTは,データが蓄積されてさえいればマ

イニングでき,業種や分野を問わない｡

金融業での具体的な適用分野としては,次のものが想

定される｡

(a)テレマーケティング分析

(b)融資先評価分析

(c)顧客情報分析

(d)資金運用計画

(e)新商品販売戦略立案

f

g

h

･1

相場分析

アンケート分析

収益予測

宣伝広告媒体選定

巴 EXCEED3シリーズおよびDATAFRONTの

今後の展望

EXCEED3シリーズでは,マルチプラットフォームの

対応をさらに進めている｡データベースとして並列RDB

(RelationalDatabase)に対応し,パソコン版ではWin-

dows NT※)化を推進中である｡

DATAFRONTでは,現在HトUX/WE2をサポートし

ている｡今後はパソコンを含めたプラットフォームの拡

大を検討していく｡

田 おわりに

ここでは,データの戦略的活用を支援するシステムに

ついて述べた｡企業のマーケテイング戦略に対する意思

決定は,今まで以上に重要になってきている｡そのため

には,蓄積データをより有効活用することが必要である｡

EXCEED3シリーズやデータマイニングの技術を,取り入

れたDATAFRONTは,これに十分役立つものであると

考える｡
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